
 

 

 

 
 

前進・飛躍！ 
 ２学期が終わるとともに、２０２５年も終わりが見えてき

ました。２０２６年は午（うま）年です。午は「前進・飛躍」

を象徴する縁起ものです。馬のイメージとぴったりですね。 

 この２学期も、たくさんの行事がありました。ＳＯＳＥＩ

祭や学習発表会、修学旅行、新人総体や授業参観。その度に

一人ひとり成長や前進があったと思います。来年は、さらな

る成長を目指していいスタートが切れるような冬休みにして

ください。 

 保護者・地域の皆様におかれましては、今学期もたくさんご協力をいただきまし

て、ありがとうございました。皆さんの声かけや支えに子どもたちも励まされ、充実

した２学期を過ごすことができました。年末年始もお忙しくされることとは思いま

すが、お身体に気をつけて、少しでも心身ともにゆっくりと癒していただけたらと思

います。また、３学期もどうぞよろしくお願いします。 

 さて、１月７日（水）から３学期が始まります。明日からの冬休み、事故や事件に

巻き込まれることのないよう、ルールや決まりをしっかりと守るようにしてくださ

い。始業式には、またみなさんの元気な姿が見られることを楽しみにしています。 

Art&Digital 部 絵馬奉納！ 

 今年も本校の Art&Digital 部が寄の宮神社さんからご依頼いただき、絵馬を奉納

させていただきます。大きな絵馬に今年の干支「午」を描きました。年末年始、参拝

するみなさんを迎えます。ぜひ足を運んでみてください。 

 こうして毎年任せてくださるのは、Art&Digital 部のみなさんやその先輩が、ご厚

意や期待に誠実に向き合い、応えてきたからこそです。たくさんの人がみなさんの絵

馬を見て、１年の始まりを迎えることでしょう。そこに携われる機会をいただけたこ

とにも感謝しつつ、自分たちの頑張りにも胸を張ってください。今年も大役、大変お

疲れさまでした。 

想青学園だより 
～ 学びあい 育ちあう～ 
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学校長あいさつ ～終業式より～ 

おはようございます。２学期最後の日となりました。 

１年３６５日のうち、学校に来る日は、約２００日あります。今日で、そのうちの１５５日が終わりました。 

みなさんが４月に立てた目標はどのくらいできるようになっているでしょうか。 

２学期もいろいろなことがありましたね。どんなことを頑張りましたか？ 

先生たちも頑張ったことがあります。（※先生たちが今年頑張ったことを紹介しました。） 

 みなさんも一人ひとり頑張ったことがあると思います。 

３学期も目標を決めて頑張っていきましょう。 

 

 さて、もうひとつお話をします。 

 外国の人たちや日本に旅行できている外国の人たち、日本に住んでいる外国の人たちに「あなたか

ら見て、日本のいいところは、どんなところですか？」というアンケートをとって聞いてみたそうです。 

 すると 

第１位 安心して暮らせる  

第２位 電車やバスが時間通りにくる（１分でも遅れたらお詫びする）  

第３位 水道の水をそのまま飲める 

第４位 道路やトイレ、公園がきれい 

第５位 礼儀正しく、親切で優しい。清潔で身だしなみも良い 

 １位から５位まで紹介しましたが、どうして日本がこんなに住みやすいのでしょうか。 

 私は、こう思います。日本では、子どものころに家や学校で身に着けたことを大人になっても当たり前

にしている大人が大勢いるからだと思うのです。想青学園の皆さん自身のことで考えてみましょう。 

  

例えば、みんなは 

・時間を守ろうとしています。 

・掃除を隅々まで時間いっぱいしようとしています。 

・あいさつのできる人がたくさんいます。 

・ごめんなさいと謝れるひとがたくさんいます。 

そして、 

・人に優しく親切にすることは大切なことだと分かって、行動に移す人もたくさんいます。 

 

 想青学園に通うみなさんが、これからももっと優しく、もっといろいろなことを勉強し、たくさんのことが

できる、分かるようになれば、日本がそうであるように、想青学園も、もっともっと素晴らしい学校になる

と思います。 

  

 明日から冬休みが始まります。冬休みは、新しい年を迎える特別なおやすみでもあります。１年間の

感謝を込めて、周りのお世話になった方々に「今年もありがとうございました。」「来年もよろしくお願

いします。」ときちんと挨拶をしましょう。そして、さようならの代わりに「良いお年を」と言って、お別れす

るのも年末の特別な挨拶です。 

 冬休みも怪我や事故にくれぐれも気を付けて、楽しい冬休みを過ごしてください。 

 それでは、みなさん「良いお年を！」 


